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ハエ類の生態学的研究

8.魚肉金網トラップに誘引されるハエ類の日週活動について*

長崎大学風土病研究所衛生動物学研究室(主任:大森　南三郎教授)

末永斂
すえ　　　　　なが　　　　　　　　　　　おきむ

Ecological Studies of Flies 8. The diurnal activities of flies attracted to the fish baited

trap. Osamu SUENAGA.Department of Medical Zoology, Research Institute of Endemics,

Nagasaki University (Director: Prof. N. OMORI)

ま　見　が　き

昆虫の日週活動につし)ては,古くから多数の昆虫学

者によって調べられ,ハエ規のような依存週期性昆虫

の活動に対しては光と熱の影響が最も重要であること

が明らかにされている.しかし,その活動を誘発し,

あるいは停止させる明るさ,気温等は昆虫の種鞍によ

りあるいは同じ種類であっても季節によって異なるも

のと思われるが,これらの点を明らかにした研究報告

は必らずしも多くはない.

著者は1954年7月から10月まで,諌早市天祐寺裏の

竹薮内で8回,更に引き続き同年11月と翌1955年5月

に,当時諫早市にあった研究所構内で夫々1匝I,魚肉

金網またはジョゼットトラップを用いて屋外活動性ハ

エ類の日週活動について調べ,若干の知見を得たので

その結果について報告する.

稿をすすめる前に,研究の指導と本稿の絞閲を賜わ

った恩師大森南三郎教授に厚くお礼申し上げる.また

実験中色々と御協力いたゞいた別官久夫博士に深く感

謝する｡

調査場所と方法

調査期間,場所及び方法は第1真に示す通りで,罪

1 ～ 8回の調査を行なった天祐寺裏の竹薮はま諌早市c)
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一角にある三方が山林に囲まれ,東側だけが寺の境内

を通して市街地に画した約100m望の孟宗竹林で,附近

に大きなハエの発生源となるようなものは見当らなか

ったが,ハエの休息場所としては好適であると思われ

た.ここでの調査は蚊の採集と併行して行なったため

に午後から始めて翌日の午後までの24時間継続的に実

施した･また,第9, 10匝に)=擱査を行なった場所は,

当時諌早市にあった研究所構内の終日日当りのよい中

庭で,こゝでは早朝ハエが活動を始める前から夕方そ

の活動が全くみられなくなるまで調査を続けた.各調

査毎に,同質同型のトラップを2駐用意して, 1組ず

つ1時間毎に交互に使用し,トラップ交換の都度,気

堤,湿果　照度,天候及び風力等を測定した.

調査成績及び考察

各回の調査を通じて採集されたハエ憩は第2表に示

すように4科9属25種3566個体で,各種溶こついてみ

ると,調査日または場所によって群集構成がかなり,

ある川ま著しく異なることがわかる.そこで,種類構

成に特徴のみられる第2, 4, 6, 8, 9,及び10匡王の)

各調査成績について,採集数にあらわれた各種賛の日

週活動の特徴と気象条件との関係を示すと第1, 2図

の通りである.先ず両図を通じてみると,明らかに気

象環境に依存した活動の日週性がみられ,特に明るさ

と気温の影響が大きいことがわかる.即ち,一般に野

外におけるハエ類の活動は,朝照度が急に上昇する日

の出直後に始まり,夕方照度が急激に低下して0ルッ

クスに近ずく日の入り前後に停止し.夜間は(例え月夜

であっても)野外では全く活動しない.従って,一日の

中でハエ架が活動する時間は適温下では概ね日の出か

ら日の入りまでの時間に一致すると考えられる.しか

し,第8,9回の図にみられるように,低温時には朝か

なり明るくなっても気温がある程度上昇するまでは活

動がみられず,このことは第9[司の図に特によくあら

われている.即ち,ハエの活動に対しては,適温下で

は照度か　また低温域では気温が第一次的に働いてい

Table　2　Species and numbers of flies collected in each experiment
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Fig.巻　Diurnal activity of each fly species under the bamboo thickets

at different months
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Fig.　2　Diurnal activity of each fly species on the open yard from morning

till evening in November and May

Eエ,.エし血,y15, 1955 )

Sunrise (a.a. )　　　(u.a. )　　　sunaet

ることがわかる.そこで,各回の調査毎に,戟,最初

のハエがトラップに入った時刻及び夕方,最後のハエ

が採集された時の気象条件室　照度の低いものから順

に並べると第3, 4表の通りで,これらの表と先の2
l

T&ble　3　The time of the first entering of flies in the trap and胚the then

environmental conditions
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Table　4　The time of entering the last flies in the trap and the then

environmental conditions
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つの図とから,ハエ党の活動は気温が約15-C以上の

時には照度15ルックス以下でも始まるか　日の出前後

の気温が15｡c以下であるような寒冷期には照度が15

ルックス以上になっても活動を開始せず,気温が15｡c

以上になってようやく活動し始めるように思われる.

しかし,第9, 10回の成績からわかるように,気温が

15｡cまたはio-c以下であっても照度が400-3000ルッ

クス以上になると一部のハエは活動を始める.これは

恐らく　Uvarov(1928)によって指摘され,その後

2, 3の研究者によって実証されているように,昆虫

の体温が太｢属の鱈射熱によって上昇するためであろう

と思われる.しかし,照度が例え3000ルックス以上で

あってもハエは8｡c以下ではほとんど活動しないと

考えられる.また,夕方活動を停止する時の気象条件

も活動開始時のそれと近似していて,気温15-C以上

の時には照匿が30ルックス以下にならなければハエは

活動を停止しないが, 15'C以下の時には170ルックス

以上であっても低温のために活動を停止するように思

われる.照度と気温以外の気象要因である湿發.天

候,風力等も勿論ハエの活動に影響を与えるものと思

われるが,普通にはこれらの要因は第2次的に働くに

すぎず,照度や気温に比べれば問題にならないことはま

これらの図表から明らかである.

1日の中で,トラップに誘引されるハエの個体数が

最も多い時刻は季節やハエの)種溶こよってかなりに異

なり,一般に夏の高温時には午前9時～12持と午後3

暗～6時頃で,日中の最高温時には幾分活動が衰える傾

向がみられるが,秋になって気温が低下してくると,

多くの種常では活動時間が短縮され,その数も減少し

て最盛期は最高温暗に集中的にみられるようになる.

以上.日週活動の一般的傾向について述べたが,そ

の傾向はハエの種類によってかなり異なっているの

で,第1及び2図につし)て採集個体数が比較的多い数

種の日週活動と気象条件との関係を吟味してみると,

スネアカキンバエCLucthaporphynna),トウキョ

ウキンバエ{Hemtpyrelhahgurnens*)のように夏

薮内で多い軽業Pへは他の種現に比べて朝,より早くから

夕方,よりおそくまで活動し,コガネキンバエ(エ.

ampullacea^)は朝幾カ.早く活動し始める傾向が窺わ

れ,ホホグロオビキ､/ハ､ェ(_Chrysomyapinguis^は

朝はやゝおそく活動を始め,夕方やゝおそくまで活動

するようである.春秋の低温時にはま,前にも述べたよ

うに照度がかなり高くなってもハエの活動は始まら

ず,気温が15-C巷越すようになるとようやく活動を

開始するが,しかし,このような低温時に多発するオ

オクロバエ(jCalhphoralata),ケブカクロハ､ェ(C.

grahami*),オオイエバエ(肋scinastabulans*)等

では第9及び10回の実験結果からわかるように気温が

15-C以下であっても照度が1800-3000ルックスに達

すれば活動し始めるものがある｡ヒロズキンバエ(エ.
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sericata),ミドリキンバエ(L. illustris),オビキン

ハ､ェ(Chrysomya megacephala),センチニクバエ

CSarcophaga pefegnncT),ゲ､/ロクニクハ､ェ(S.

albiceps^等では活動開始及び終止崎.の気象条件は先

に述べた一般的な傾向に概ね一致する.この)ように,

ハエ類の活動を朝誘発し,あるいは夕方停止させる最

大の環境条件は気温と照度であることが明らかである

ので,採集個体数が比較的多かったものについて,トラ

Table　5　The minimum air temperature and the then illumination intensity when

the first and the last fly of each species entered the trap

Calliphora lata　　　　　　　　　　8.0-10.0　　　　　- 400　　　　17.1-16.8　　　400 -　30

Lucilia ampullacea　　　　　　　　8.0-10.0　　　80 - 400 I　15.0-13.4　　　3000 or more

Muscina stabulans 10.0-13.3　　400 - 500　　　　17.6-17.0　　　　　　ー600

Lucilia cupnna 10.9-13.4　　3000 or more　　　18.3-17.8　　　3000 or more

Lucilia porphynna　　　　　　　　13.3-14.0　　400 - 500　　　　17.1-16.8　　　400一　30

Chrysomya pinguis　　　　　　　13.3-14.0　　420 - 500　　　　15.0-13.4　　　3000 or more

Calliphom grahami　　　　　　13.7-14.8　1800 -3000　　　　15.0-13.4　　　3000 or more

Lucilia sencata　　　　　　　　　　13.4-15.0　　3000 or more

Lucilia illustns　　　　　　　　　13.4-15.0　　3000 or more　　　　　　　　　　　　3000　-2300

Chrysomya megacephala　　　　　13.4-15.0　　3000 or more　　　16.8-15.7

Sdrcophoga peregnna　　　　　　13.4-15.0-　3000 or more　　　17.6-17.2　　　600一550

Hemipyrelha hgurnens　　　　　14.7-15.0　　500 - 650　　　　17.1-16.8　　　400 -　30

Luctha caesar　　　　　　　　　　15.0-16.9　　3000 or more　　　17.8-16.9　　　3000 or more

Sarcophaga albiceps　　　　　　　14.0-17.0　　420 - 800　　　　17.6-17.0　　　800 - 600

Ophyra leitcostoma　　　　　　　17.2-17.6　　550 - 600　　　　18.5-18.2　　　600 - 500

Ophyra chalcogaster　　　　　　18.2-18.5 I 500 - 600　　　　18.5-18.2　　　600一500
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ツプへ入り始めた暗,及び入らなくなった時(最後の

ノ｢エが入った暗)の最低気温とその時の矧室　及び最

低照度とその時の気温を10回の調査成績について,

夫々気温または照度の低い順に並べると第5, 6表の

通りとなる.これらの塞から,ハエ究は種類によっ

て,気温については8｡0-10･0ocから18.2-18｡5ocま

での問に活動を始め, 18.5-18.2-Cから15.0-13.4｡

cまでの間に活動を終ると思われる.また照度につい

ては0-15ルックスから320-500ルックスまでの間に

活動を始め, 450-280ルックスから30-0ルックスま

での間に活動を停止するものと思われるが,例外とし

て,ヒロズキンバエ,ヒツ､}キンハ､､ェ(L, cupnnd^

及びケプカタロバエのように1800ルックスあるいは

3000ルックス以上で活動を始めると思われるものもあ

り,この中,前2者は活動停止時の照度も著しく高し)

ことは表に示す通りで興味のあることである.

以上の結果から綜合的に判断すると,ハエ矩の活動

を朝誘発し,あるいは夕方停止させる最低気温及び最

低照度.揺,気温については　-io-c,照度については

10-15ルックスの範囲にあり,野外において8oc以下

または10ルックス以下で活動するハエはほとんどいな

いものと推察される.

ま　　と　　め

魚肉金網トラップに誘引さかるハエ勇吉､の)日週活動と

気象条件との関係について調べ,次の結果を得た.

ハエ類の日週活動は明らかに気象条件に依存してお

り,適温下では照度が,また低温域では気温がその活

動を誘発し,あるいはま停止させる第1次的な環境要因

となるものと思われる.即ち,一般に,朝気温が15℃

以上の時には10-15ルックスに活動を誘発する照度範

囲があり,気温が15-C以下の時には照度が15ルック

スを越しても活動は始まらない.但し,気温が15-C

以下であっても8ocまでの範囲では照度が400-3000

ルックス以上になると,恐らく幅射熟による体温上昇

のために一部のハエは活動を始める場合がある･一

方,夕方は15｡c以下,あるいは15ルックス以下にな

ると活動を停止する傾向がみられる.しかし,この活

動を朝誘発し,あるいはま夕方停止させる最低気温及び

照度はハエの桂賛によってかなりに異なり,多くの軽

業頁では,気温につし)ては8.0-18･5｡cで活動を始め,

18.5-13.4｡cでこれを終り,照度については10-500

ルックスで活動を始め　450-10ルックスでこれを終.

ると思われ,野外におし)ては8oc以下,あるいは10

ルックス以下で活動するハエはほとんどいないものと

考えてよい.

1日の中で,活動するハエの個体数が最も多い時間

は,一般に夏の高温時には午前9時～12暗と午後3暗

～6時頃で,日中の最高温時には幾分減少するが,香

秋の低温時には最高温時に集中的に活動がみられる.
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鮎mmary

Diurnal activities of flies were examined on the basis of the number of flies trapped

in the fish baited cage trap hourly from morning till evening. The plan of the obser-

vation is shown in Table 1; the species and number of flies trapped in the experiments are

in Table 2; the rhythms in diurnal activity of dominant species are illustrated in Fig. 1

and 2; the times of the first and the last entering of flies in the traps are in Table 3

and 4 respectively; the minimum air temperature and the then illumination intensity

when the first and the last flies of each species entered the trap are in Table 5; the

minimum illumination intensity and the then air temperature of the first and the last of

each species trapped are in Table 6.

From these Tables and Figs. general results are summarized as follows:

At 15•Ž and above, the flies generally become active at 10-15 Lux in the morning and

they become quiet at below 15 Lux in the evening. At a range of temperatures below 15•Ž
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and above 8•Ž, the flies can not start to move untill the illumination intensity reaches

400-3000 Lux depending upon the season and the body temperature of the flies may be

somewhat raised by the radiant heat.

The starting point of movement in the morning depends on species and seasons and is

found as for temperature at 8-18.5•Ž, and for illumination intensity at 10-500 Lux. The

stop point in movement in the evening is at 18.5-13.4•Ž for temperature and at 450-10

Lux for illumination intensity, depending on the species and season. Thus, in the field,

no flies seem to become active at and below 8•Ž in temperature and 10 Luxin illumination

intensity.

As above, under the favorable temperature conditions, the illumination intensity seems

to act as a controlling factor on the diurnal activity of the flies trapped by the fish

baited cage trap in the field, while under the low temperature range between 15•Ž and

8•Ž, the temperature may act as a controlling factor by itself.

Active hours in activity of the flies are in 9-12 a.m. and in 3-6 p.m. in the hot season,

while in Spring and Autumn those are in hours around the highest temperature of the
daytime.
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